
頁 箇所 誤 正

式(3.3)

上から2行目 で定義される。 で定義される。ただし，cは実定数である。

表3.1

例題3.2上から2行目計3か所 〔m
2
/s〕 〔m

3
/s〕

図3.3 0.623K 0.632K

下から1～2行目計2か所 m
2
/s m

3
/s

35 プログラム3-1内上から7行目 [m^2/s] [m^3/s]

36 式(3.24)

37 下から5行目

38 プログラム3-2内上から13行目 10 60

図3.8

図3.9

式(3.43)

式(3.44)

式(3.45)

上から12行目 図3.12に示す。
図3.12に示す。なお，Stepブロックのステップ時間は

0.01秒に設定している。

上から10行目 (D＋K_e＊K_t) (RD＋K_e＊K_t)

下から8行目のgrid onの下に追加

下から2行目のgrid onの下に追加

44 式(3.46)

式(3.48)

プログラム3-4内上から3行目 －(D＋K_e＊K_t) －(RD＋K_e＊K_t)

46 プログラム3-5内上から3行目 ―D/J; ―RD/J;

48 プログラム3-6内上から3行目 ―D/J ―RD/J

49 図3.19

51 上から7行目 式(4.1) 式(4.2)

式(4.9) kc k c

上から11行目 kc k c

88 式(6.20)

99 図6.9

式(6.32)

式(6.34)

下から3行目

①

最新の正誤表がコロナ社ホームページにある場合がございます。
下記URLにアクセスして[キーワード検索]に書名を入力して下さい。
https://www.coronasha.co.jp
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xlim([0, 0.2])     %x軸の表示範囲を指定

xlim([0, 0.2])     %x軸の表示範囲を指定
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𝐷 + 𝐾𝑒𝐾𝜏
𝐾𝜏

𝑅𝐷 + 𝐾𝑒𝐾𝜏
𝐾𝜏

𝐾𝜏
𝑠(𝐿𝐽𝑠2 + 𝐿𝐷 + 𝑅𝐽 𝑠 + 𝐷 + 𝐾𝑒𝐾𝜏

𝐾𝜏
𝑠(𝐿𝐽𝑠2 + 𝐿𝐷 + 𝑅𝐽 𝑠 + 𝑅𝐷 + 𝐾𝑒𝐾𝜏

𝐷 + 𝐾𝑒𝐾𝜏
𝐾𝜏

𝑠𝑌(𝑠)
𝑅𝐷 + 𝐾𝑒𝐾𝜏

𝐾𝜏
𝑠𝑌(𝑠)

−
𝐷 + 𝐾𝑒𝐾𝜏

𝐿𝐽
−
𝑅𝐷 + 𝐾𝑒𝐾𝜏

𝐿𝐽

−
𝐷

𝐽
−
𝑅𝐷

𝐽

−
𝜕𝐿

𝜕  𝑞𝑖
−
𝜕𝐿

𝜕𝑞𝑖

 𝜃 + 𝐷  𝜃𝑑 −  𝜃 + 𝐾 𝜃𝑑 − 𝜃  𝜃𝑑 + 𝐷  𝜃𝑑 −  𝜃 + 𝐾 𝜃𝑑 − 𝜃
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